
• MOSDEF分光データ、z~2

• UVJ2色図で銀河を5グループに分けてスペクトルをそれぞれスタック。
• (i) quiescent, (ii) post SB

• (iii) low-sSFR dusty, (iv) dusty, (v) non-dusty

• Dn4000、Hδ吸収線、Hα輝線を用いてz~2銀河の星形成史を導出・
比較する。

SF銀河からQuiescent銀河への進化パスを調査
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� Region (iv), (v)はτ~0.2-1Gyrの緩やかなSFH。
� Region (i), (ii), (iii)はshort timescale 

(τ~0.1—0.2Gyr)のSFHとconsistent。
� 近傍 (SDSS)やz~0.8 (Lega-C) では同種
族は~1Gyr。

� High-zほどtimescaleが短い傾向。
� Region (iii)はdusty種族、かつ強Hδ弱

EW�region (ii)へ移行する種族(dusty 

post-SB) かもしれない。
� Mass density (Σ)、SFR、ageの間に相関（進
化段階）が見られる。

� MOSDEFデータによりcontinuumの情報を
残した解析が出来るようになった。

� 依然としてregion (i), (ii)のサンプルが少な
く、明るい銀河にstackが偏ってしまう。
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